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signal (主]l)einfaches Lichtsignal (イム)s i gn a l � simple laｭ

mpe 色灯式信号機は一般に数個の信号灯を備えて， その点滅

によって現示をしているが，この侭号機はただ l 個の光源を常

に点灯し， 後榊内の紘'tU穏によ って動作する色 ガラスを通じて

遂行 ・ 注意 ・ 停止の 3 様の現示をなすものて，これがlji灯型ま

たはサーチラ イト信号検と呼

ばれるゆえんである。それゆ

え他の灯光式信号僚とくらべ

て， 機構が小型で， 多くの場

所を取らないことと，信号現

示が同ーの場所から出るため

信号現示開'~(?d.Jニ使利て'ある。

(写真ー 1) 写真ー1 単灯型儲号殴

信号般Wiは 2 位式と 3 位式があり ， いずれも灯箱 ・ 背板 ・ ひ

さしから成っていることは他の灯光式信号機と変りないが， 内

音II !J'Ii造 . ifdJ作が多少異なっている。電球 ・ 反射鏡・色ガラス ・

レ ソズおよび色ガラスを動作させるための継電器を l 陥lの灯箱

に納めてある。

1lr球は 10 V 5 W の C型信号電球を用いる (10 V 10 Wの C 型

を使用することもある)。

このft!:eRは透明ガラス球で， フィ ラメ γ トはタ ン グステン単

繊条を用い，口金はさ し込型である。

反射鏡はだ円形で電球から出た光線を反射させ， これを l つ

の点に集める役目をする。この光の集まる点すなわち反射鏡の

焦点が， レ ソズの焦点 と一致するような位訟に組合わせておけ

ば， 光の大部分がレソズをi湿って平行光線となって出ていく。

反射鋭のない多灯型や灯:ylj式の信号機では，レソズの聞に入ら

ない部分の光は，灯箱の内部を照射するだけて。無効となるが，

1ji灯型ではレソズと反対闘1Iの光線も反射鏡で反射して，大部分

が レ ンズを通過するから能率がよい。それゆえほかの信号機よ

り電圧の低い氾力の小さな電球で， 十分に Ilfl るい現示をする こ

とができる。多灯型や灯列式信号機にはなぜ反射鏡を使用しな

いかと いう と ， これらの信号機はある信号灯が点灯していると

き，ほかに消灯している電灯が必ずある。これに反射鋭を設(iJU

しておくと ， 外部から太陽光線のi在射を受けて， レソズから入

り反射鏡に当って反射され， 消灯しているにもかかわらず点灯

しているように見えることがある。このようなことは事故の原

因となるので， 2 f!bl以上の信号灯を持つ信号機には反射鏡を使

用しない。

レソス:f:t 到!I，色透明で内 11111段十! のものを使用する。普通 lfllil で

あるが ， 旧型のものは複レソズである(図ー 1 ・ 2) 。このレ γズで

の確認距離は日光の置1. くとき各現示とも電球を定絡TZ圧の 0.8

図ー 1. lli レ ソズ型 図-2. iU V '/ズ型

{告で使用 した場合， 中心線上で 600 m 以上で ， 有効放射ßI~は

後 レ γ ズの JJ;}合:おのおの 1.5. ， lli レ γ ズで 2.5。であるが ， JoI't灯

型では全部の光がこの間に集"1' して ， 多灯型よりも光の鉱がる

純聞が狭いため，信号畿の下に列車が近づいたとき， 乗務員に

たんとうがた

信号現示が見えないため，放射光線の一部を下方約 40. に屈折

させるよ う ， νγズの内部下部に径 50mm の屈折 νyズ?を使用

する。この ように放射角度f:t多灯型にくらべて狭いため， 1蜘線

で見通し条件の思い箇所では見通し不良と なる。なお焦点の調

整は ， ll1華院を信号機柱に取付ける位置を加減して行う。

色ガラスは有効径 22 mm の円形で保持板にはめ込んであ る。

2 位式の場内信号僚には ・ 緑・赤，遠方信号館告は緑 ・ 燈黄色，

3 位式のものは緑 ・ 燈賞 ・ 赤色である。この色カ'ラスは反射鏡

の焦点の近くに置かれるから， 外部に放射される光線の全部が

これをとおる。レンズの焦点近くに世かれるため， 相当高い温

度に熱せられるので，膨肢によって創れたり ， ひびが入ったり

するおそれがある。これを防ぐため， とくに熱を吸収する性質

のある緑色のガラスは， 最初から中央より 2 枚に出j ったものを

使用する。 図-3. 1科灯型信号機 ( 2 位式)

荷主tl1:昔告は 10 V で動作する バゴヌ~ (宗五、
(ô ⑥l 陶 δ〉

有酬m探で 2 位式 (図ー3) γ -/ \、ア

の場合は鉄心・線輸 ・ 接極子 ・ 「一\~ nro--( 
接点部分お よひ.篠原子の ifVJ I'J' 1 1 111 1 1 1 11 

を色ガラス保持板に伝える腕 ~ー」ド〈 望ぞ 恒ぎ

などで憐成されている。 1!!í電 電 燕あ り 竜 王ifZ ', l 

流の場合は重錘で燈賞または赤色ガラスが中央に位置して ， 電

昔Iéが流れると 鉄心は電磁石とな り ， 接極子を吸引して色ガラ ス

保持板を即Jかし， 緑色ガラス

が中央にくる。

3 位式のものは継電擦の俄

造も違って(写真 2 ・ 図 4) 氷

久磁石 ・ 磁僅線総 ・ 可if!lJ鉄心 ・

爽形磁飯板 ・ 鉄心の運動を接

点に{云えるリ γ クおよびj安点

部分からできていて， 契形磁

鍾板の一方に色ガラス保持板

が取付けられ，片方は継n~官官

接点につながりを持たしてあ

る。 Jp.\'tU ùítのときは保持板中

央の赤ガラスが焦点の位f位に

あるが， 電流が級輸に流れ込

むと可動鉄心が磁性を干n=び，

可動鉄心につながる契形磁箆板も問機に磁化されて，一方が

(+)他方が(ー)となる。ところが氷久磁石によ っ て ， これに相

対する磁極には常に(+)(ー)の極性が定まっているので，磁~

とJrJl診磁極板の間に， 同信重は相反ばっし ， gt極は引き合う力が

働いて ， 契形磁駆板はいずれか一方に回転し， したが っ てガラ

ス保持板も回転し， 赤色から緑色となる。 電流の流れ込む方向

図 4 . 3 位式の継m総構造
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